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高知大学×SDGs ～Super Regional University（SRU）への挑戦～ 

高知大学 学長  櫻井 克年 

 高知大学は、Super Regional University（SRU）への挑戦にともない、SDGs の達成

にも貢献します。 

 SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開

発目標）とは、2015 年 9 月の国連サミットで採択された、2030

年までの国際目標です。持続可能な世界を実現するための 17 の

ゴールと 169 のターゲットから構成され、地球上の誰一人として

取り残さないことを誓っています。SDGs は発展途上国のみなら

ず、先進国自身が取り組むユニバーサルなものであり、日本を含め

世界中がSDGsの達成に向けて取り組んでいます。 

 本学が所在する高知県は、少子高齢化や中山間地域対策、若者の県外・域外流出など、将来

の我が国で深刻化していく問題を先取りした「課題先進県」といえる地域です。本学は、第３期

中期目標期間（平成 28 年度～令和 3 年度）において「地域から世界へ、世界から地域へ」、

「地域と協働する大学」をキーワードに、人と環境が調和のとれた安全・安心で持続可能な社

会の構築に資する、教育・研究・地域貢献等を推進・展開しています。この理念は「SDGs」とも

通底するものです。 

 本学は、「Super Regional University（SRU）」となることを目標に掲げ、地域と一体的

に持続可能な社会の形成と発展に向けて切磋琢磨することを志しています。今後は、地域の

大学として、地域社会を構成する多様な人々が学ぶ場を提供する「県民が皆『高知大学生』構

想」を通じて、これまで展開してきた地域と協働した教育研究をより一層進化させていきます。

さらに、地域と一体となり課題対応型研究の推進に粘り強く取り組むことで、イノベーション

を創発し、地域の持続可能性を支える「地域イノベーション・プラットフォーム」の構築を目指し

ます。これらの活動を通して、国内のみならず世界に範たる地域の大学となることを志します。 

 「Super Regional University（SRU）」への挑戦とともに、高知大学では、地域、高知県、

全国、全世界におけるSDGsの達成に向けてこれからも貢献してまいります。また、本学が貢

献できる分野・領域等を分析・整理し、本ホームページ等で発信することを通じて効果的な情

報提供を展開していきます。本報告書はその最初の取組となります。 

１．学長挨拶
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         特集１： 「STI for SDGs」アワード『優秀賞』受賞      

  

令和元年度、国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）は「STI for SDGs」アワード※１を

創設しました。科学技術イノベーション（Science, Technology and Innovation： STI）

を用いて社会課題を解決する地域における優れた取組を表彰する制度であり、受賞取組のさ

らなる発展や同様の社会課題を抱える地域への水平展開を促し、もって SDGs の達成に貢

献することを目的としています。※１ https://www.jst.go.jp/sis/co-creation/sdgs-award/ 

 令和元年 10 月 31 日（木）、本学自然科学系農学部門の藤原拓教授を含む産学官連携チー

ム（高知大学、香南市、高知県、前澤工業株式会社、日本下水道事業団の５団体）の取組が、国

立研究開発法人科学技術振興機構（JST）が実施する「STI for SDGs」アワードで『優秀賞』

を受賞しました。受賞した取組は以下のとおり。 

 

   

 ■受賞取組名 

「汚水処理の持続性向上に向けた高知家（こうちけ）の挑戦 

 ～産官学による新技術開発と全国への展開～」 

 

 ■概要 

高知大学・藤原拓教授の研究シーズをもとに、産官学で汚水処理新技術の開発を行

い、香南市野市浄化センターで電力を３分の１、処理時間を半分に減少できることを

実証しました。この結果を踏まえ、香南市では本技術を2カ所に導入して汚水処理に

関する地域課題解決に取り組むとともに、全国各地に水平展開されました。これによ

り、人口減少が進む地方都市における汚水処理の持続性が向上しました。 

 

  

図１：受賞した取組の概要図 

 

２．特集 
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また令和元年 11 月 15日（金）には、日本科学未来館において「STI for SDGs」アワード

の授賞式が行われ、本学の櫻井克年学長と香南市宮田憲一上下水道課長が代表して賞状を

受け取りました。また同月 16 日（土）及び 17 日（日）には、「STI for SDGs」アワードの受

賞取組のブース展示や受賞団体によるピッチトークが行われるとともに、同年12月5日（木）

から 7日（土）には、東京ビッグサイトで開催された「エコプロ 2019」の JST 出展ブースにお

いて、「STI for SDGs」アワードの受賞取組のブース展示やプレゼンテーションが行われまし

た。授賞式や展示の様子などは以下のとおり。 
 

 
賞状授与の様子（11 月 15日） 

蟹江 憲史「ＳＴＩ ｆｏｒ ＳＤＧｓ」アワード選考委員会 

委員長による賞状授与 

 
高知大学を含む産学官連携チームの 

集合写真（11 月 15日） 

 
受賞者全体の集合写真（11 月 15日） 

 
藤原教授による展示ブースでの説明の様子（11 月 16日） 

 
前澤工業株式会社大澤氏による 

ピッチトークの様子（11 月 17日） 

 
藤原教授によるエコプロ2019での 

プレゼンテーションの様子（12月 7日） 
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         特集２： 「SDGs特別講演会」開催         
 

 令和元年7月26日（金）、文部科学省より真先正人文部科学戦略官をお招きし、SDGsに

関する特別講演会を高知大学朝倉キャンパスで開催いたしました。学内外より約80名が参

加するとともに、本学のSDGsの取組みについての紹介も行われました。 

まず初めに真先文部科学戦略官から『文部科学省における持続可能な開発目標（SDGs）の

取組について』と題し、SDGs をめぐる国内外の動向や SDGｓと科学技術イノベーション

（STI）との関係について、また文部科学省や JSTにおける STI for SDGs 推進施策と取組

事例の紹介が行われました。 

次に本学地域協働教育学部門の梶英樹講師から『高知大学における SDGs の取組みご紹

介～地域コーディネーター(UBC)から見たローカル SDGs の取組み～』と題し、高知県土佐

町における SDGs の視点を取り入れた幸福度指標策定の取組について、農学部門の藤原拓

教授から『高知大学における SDGs の取組ご紹介～研究拠点プロジェクト「革新的な水・バイ

オマス循環システムの構築」における取組～』と題し、おむつリサイクルシステムや汚水処理技

術の開発を通した SDGs への取組について紹介いただきました。講演の様子は以下のとお

り。 
 

 
真先文部科学戦略官による講演 

 
高知大学・梶講師による講演 

 
高知大学・藤原教授による講演 

 
講演会の様子（学長による開会挨拶） 
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SDGs は地球規模課題への挑戦であるとともに、日本が直面している社会的課題も包摂し

たものであり、日本政府としても積極的に SDGs を推進している。昨今、各大学においても

SDGs に関する取組が取りまとめられているところ、今回、本学が SDGs に貢献できる分

野・領域を分析することとなった。 

まず、高知大学の研究活動が SDGs にどのように貢献しているのかを調べる目的で、本学

の常勤教員（（教授・准教授・講師・助教・特任教員・講座教員）、676名）の研究分野を対象に、

SDGs の 17 の目標（Goals）（表１）および 169 のターゲットとの関連について調査を行っ

た。調査対象期間は令和元年6月14日（金）～令和元年10月3日（木）。回答率は76.5 %

（676名中517名回答）。 

調査方法は、各教員は各自の研究テーマを自由記述で入力し、各自の研究テーマが SDGs

の 17 の目標（Goals）のどれに該当するかを 0〜17 個選択した。ある目標に該当すると選

択した場合は、その目標の下位のどのターゲットに該当するかを選択した。 

 

 

表１．SDGsの 17の目標（Goals） 

 

  

３．高知大学における研究活動と SDGsとの関連調査 
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（１）簡易統計解析 

今回の分析では、目標（Goals）ま

でを対象とし、ターゲットは分析対象

外とした。本学の中で最も回答の多

かった SDGs の目標は、目標 3「あ

らゆる年齢のすべての人々の健康的

な生活を確保し、福祉を促進する」

（242 名）、次いで目標 4「すべての

人々への、包摂的かつ公正な質の高

い教育を提供し、生涯学習の機会を

促進する」（164名）であった（図1）。

本学の教員の中で医療学系の教員

が多いことから目標 3 が一番多くな

ったと考えられる。また大学という教

育機関であることを踏まえ、目標4も

多かったと思われる。 

上記結果について、本学の各学系およびセンター・その他の5種類に分けて集計した

結果は図２の通りである。人文社会科学系は目標4が飛びぬけて多く、自然科学系は目

標9・11・12・13・15がほぼ同程度であった。また医療学系は目標3が飛びぬけて多

く、総合科学系は目標2・3・9・12・14・15がほぼ同程度であった。センター・その他は

目標３が多かった。各学系の特色を反映していると

思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（人） 

図 1．SDGs 目標ごとの関連者数および全体に占める割合 

（複数回答可）（n=1,606） 

図 2．SDGs 目標ごとの各部局の関連者数（複数回答可）（n=1,606） 

学系 対象者数 回答者数 回答率 対象者数 回答者数 回答率

01.人文社会科学部門 66 46 69.7%
02.教育学部門 75 61 81.3%

03.理工学部門 75 60 80.0%
04.農学部門 37 28 75.7%

05.基礎医学部門 37 28 75.7%
06.連携医学部門 21 13 61.9%
07.臨床医学部門 160 89 55.6%
08.医学教育部門 12 5 41.7%
09.看護学部門 24 22 91.7%

10.黒潮圏科学部門 16 14 87.5%
11.地域協働教育学部門 30 22 73.3%
12.生命環境医学部門 19 16 84.2%
13.複合領域科学部門 30 24 80.0%

その他 14.センター・その他 74 41 55.4% 74 41 55.4%

合計 676 469 69.4% 676 469 69.4%

75.9%

78.6%

61.8%

80.0%95

254

112

141

76

157

88

107

部門

人文社会科学系

自然科学系

医療学系

総合科学系
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（２）目標（Goals）のクラスター解析 

各教員のSDGsへの取組を大学全体で俯瞰するため、目標（Goals）についてクラスター

解析を行った。各教員からの回答は、各目標について“該当する／該当しない”の二値属性を

持つので、質的類似係数として Jaccard 係数を用いた。距離行列を 1-Jaccard 係数で計

算し、Ward 法による階層的クラスタリングにより樹形図を描出した（図３）。横軸が各教員

（あまりに人数が多いので重なっている）、縦軸が距離（非類似性）を示す。樹形図から 8つの

クラスター（#1〜#8）に分類した。 

樹形図から、クラスター１（#1）とクラスター４（#4）が近い関係にあった（図３）。クラスター

１（#1）とクラスター４（#4）は、人文社会科学系の教員の割合が高かった（表 2）。また、クラ

スター２（#2）とクラスター６（#6）が最も近い関係にあり、それらとクラスター３（#3）が近

い関係にあった。クラスター２（#2）とクラスター６（#6）は自然科学系の教員の割合が高く、

クラスター３（#3）は化学系と医療学系の教員の割合が高かった（表 2）。クラスター８（#8）、

クラスター７（#7）、クラスター５（#5）はこの順にかけ離れていた。クラスター８（#8）は、目

標４（教育）のみを選んだ教員の集合で、教育学部門の教員の割合が高かった（表 2）。クラス

ター７（#7）は、どの目標にも該当しないと回答した教員の集合で、理工学部門の教員の割合

が高かった（表 2）。クラスター５（#5）は、目標３（保健）のみを選んだ教員の集合で、臨床医

学部門の教員の割合が高かった（表 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
図３．目標（Goals）のクラスター解析 
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表２．各クラスターと目標（Goals）および部門との関連 

各クラスターに属している各部門の人数は、６．参考資料(1)クラスターと部門との関係を参照。 

 

本学の教員組織は、人文社会科学系（人文社会科学部門、教育学部門）、自然科学系（理

工学部門、農学部門）、医療学系（基礎医学部門、連携医学部門、臨床医学部門、医学教育部

門、看護学部門）、総合科学系（黒潮圏科学部門、複合領域科学部門、地域協働教育学部門、

生命環境医学部門）の 4学系 13部門から構成され、①海洋、②生命/医療、③防災、④環

境の重点４分野の研究に加え、多様な文理融合型研究を推進している。各クラスターは、各

部門の特性や部門間の融合を反映している。  

クラスター 対応する SDGsの各目標 ※左から寄与度が大きい順 

１ 

目標 10・8・4・16・11 

※寄与が大きい部門 

（人文社会学部門（28％）、教育学部門（22％）、地域協働教育学部門（18％）） 

２ 

目標 2・15・12 

※寄与が大きい部門 

（農学部門（24％）、生命環境医学部門（16％）、複合領域科学部門（12％）、 

理工学部門（12％）） 

３ 

目標 9 

※寄与が大きい部門 

（理工学部門（31％）、臨床医学部門（12％）、複合領域科学部門（12％）、 

基礎医学部門（9％）） 

４ 

目標 3・4 

※寄与が大きい部門 

（教育学部門（23％）、臨床医学部門（17％）、人文社会科学部門（14％）、 

看護部門（12％）） 

５ 

目標 3 

※寄与が大きい部門 

（臨床医学部門（55％）、基礎医学部門（15％）、看護部門（8％）） 

６ 

目標 14 

※寄与が大きい部門 

（理工学部門（33％）、教育学部門（16％）、複合領域科学部門（13％）、 

農学部門（11％）） 

７ 

目標なし 

※寄与が大きい部門 

（理工学部門（35％）、臨床医学部門（20％）、人文社会科学部門（15％）） 

８ 

目標 4 

※寄与が大きい部門 

（教育学部門（46％）、人文社会科学部門（22％）、理工学部門（11％）） 
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（３）目標（Goals）の主成分分析 

 次に、各クラスターの特性を調べるために、目標（Goals）の主成分分析を行った。第１主成

分（PC1）を横軸に、第２主成分を縦軸にして各クラスターの主成分得点をプロットした（図

４）。各目標（X1〜X17）の主成分負荷量を、２倍の長さに拡大して原点からのベクトルで示し

た。第１主成分は目標数の多寡（右に行くほど目標数が多い）を表し、第２主成分は文系と理系

の違い（上が文系、下が理系）を表すと推定される。クラスター１は右上に、クラスター２は右下

にプロットされた。クラスター解析でクラスター１と近い関係にあったクラスター４は左上に、

クラスター２と近い関係にあったクラスター６とクラスター３は左下にプロットされた。クラス

ター８は左上に、クラスター７は左下にプロットされた。クラスター５は文系と理系の中間に位

置した。第１主成分の固有値は4.94で寄与率が29%であった。第２主成分の固有値が

2.42で寄与率が 14%であった。第２主成分までの累積寄与率が43％なので、図４は全情

報の半分弱を表していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．目標(Goals)の主成分分析 

  

該当目標なし（Goal

なし） 
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（４）研究テーマのテキスト分析 ―目標のクラスターとの関連― 

 自由記述で入力した各教員の研究テーマの内容をテキスト分析した。テキスト分析は KH 

Coder3（https://khcoder.net/dl3.html）を用いて行った。各教員が属しているクラス

ター番号が判明しているので、研究テーマからの抽出語を主成分分析し、抽出語と各クラスタ

ーとの対応分析を行った。結果を図５に示す。横軸に第１主成分、縦軸に第２主成分を示す。〇

は研究テーマからの抽出語を、□は目標のクラスターを示す。〇と□の大きさは人数を示す。

第１主成分は文系と理系の違い（右が理系、左が文系）、第２主成分はヒト（人間）との関連性

（上がヒト（人間）と関わるもの）を表していると推定される。目標のクラスターとの関連につ

いては、クラスター１（左中央）に属する教員の研究テーマには、“社会”、“教育”、“地域”、“経

済”の単語が、クラスター２（右下）の研究テーマには、“環境”、“利用”、“生物”、“地球”、“材

料”、“植物”が、クラスター５（右上）の研究テーマには、“治療”、“疾患”、“癌”、“免疫”等が読

み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５．研究テーマからの抽出語と各クラスターとの対応分析  

テキストマイニングには、 
KH Coder 3（ソフト名）を使用。
https://khcoder.net/dl3.html  
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また、研究テーマからの抽出語の共起ネットワーク解析の結果を図６に示す。共起とは、一人

の研究テーマ内に同時に現れることを意味し、例えば、右上の“地域”という単語は、“社会”や

“経済”や“支援”と一緒に使われることが多いことが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６．研究テーマテキストの共起ネットワーク 
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 日本政府では、2016年に SDGs推進の中長期的な国家戦略である，『SDGs実施指針』

を策定し（2019年 12月改定）、毎年『SDGs アクションプラン』を策定している（2017年

12月策定の2018年版が最初）。『アクションプラン』は、日本の「SDGs モデル」の３本柱で

ある①ビジネスとイノベーション、②地方創生、③次世代・女性のエンパワーメントに沿って、

国内実施・国際協力の両面における SDGs達成に向けた具体的取組をまとめたものである

（2019年 12月に『SDGs アクションプラン2020』が決定（下図参照））。 

本学は、地方創生の観点から「Super Regional University (SRU)」を目標に掲げ、

地域と一体的に持続可能な社会の形成と発展に向けて切磋琢磨することを志している。ま

た「地域から世界に、世界から地域へ」、「地域と協働する大学」をキーワードに、人と環境が

調和のとれた安全・安心で持続可能な社会の構築に資する教育・研究・地域貢献等の推進・

展開している。今後もこのような地域との活動・連携を通じ、SDGsの達成や STI for 

SDGs（SDGsのための科学技術イノベーション）の推進に貢献していきたい。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        出典：「ＳＤＧｓアクションプラン２０２０」（令和元年１２月，ＳＤＧｓ推進本部） 

        （http://www.kantei.go.jp/jp/singi/sdgs/dai8/actionplan2020.pdf）1 ページ目より抜粋 

  

４．地方創生とSDGs 
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※「ゴール」は各取組事例における主要なゴールを示します。 
ゴール 取組事例テーマ 所属 氏名 ページ 

 
 

 

グローバル化時代における格差・貧困の問題解決
を目指して ―ローカルな視座からのオルタナテ
ィブの探究― 

 
 

人文社会科学系 
人文社会科学部門 

岩佐 和幸 21 

 
 

 

耕作放棄地の有効活用に資する営農型太陽光発
電の効率化 

 
 

自然科学系農学部門 
宮内 樹代史 
松島 貴則 

21 

「100年先の未来に残す土佐あかうし」プロジェ
クト 

 
 

総合科学系 

生命環境医学部門・ 
 

医療学系 

基礎医学部門 

松川 和嗣 
芦内 誠 
枝重 圭祐 
坂本 修士 
樋口 琢磨 

22 

植物の生長促進と土地の有効利用を目指して 
〜人工微生物鉄輸送化合物を用いた取り組み〜 

 
 

総合科学系 
複合領域科学部門 

松本 健司 22 

 
 

 

「非翻訳 RNA と疾患発症」プロジェクト 
 
 

医療学系 
基礎医学部門 

坂本 修士 
樋口 琢磨 

23 

アジアじん肺診断医認定（AIR Pneumo）プロジ
ェクト 

医療学系 
連携医学部門 

菅沼 成文 23 

アスベストによる職業性呼吸器疾患のスクリーニ
ングに用いるHRCT分類（ICOERD）の普及に
向けて 

医療学系 
連携医学部門 

菅沼 成文 24 

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル
調査）高知ユニットセンターにおける小児保健環
境医学研究 

 
 

医療学系 
連携医学部門 

菅沼 成文 24 

ICT を活用した地域包括ケアシステムの構築 
～住み慣れた地域で生活する～ 

 
 

医療学系 
連携医学部門 

宮野 伊知郎 25 

高知県民の健康志向をたかめるために脳卒中市
民公開講座 

医療学系 
臨床医学部門 

上羽 哲也 25 

高齢者における術後せん妄予防・治療戦略 
- 周術期せん妄ケアモデル構築に向けて - 

医療学系 
臨床医学部門 

河野 崇 26 

脳脊髄液減少症診断にむけた高知大学の取り組
み 

医療学系 
臨床医学部門 

中居 永一 
上羽 哲也 

26 

難治性癌に対する高知発の夢の遺伝子治療の開
発 

医療学系 
臨床医学部門 

仲 哲治 27 

小児脳性麻痺など脳障害に対する自家および同
種(同胞)間臍帯血細胞輸血－細胞バンクで保管
されている自家および同種(同胞)の臍帯血単核
球細胞を用いた輸血の安全性研究－ 

医療学系 
臨床医学部門 

藤枝 幹也 
前田 長正 

27 

悪性脳腫瘍の根源に対する新たな治療法の開発 
がん幹細胞に対する治療標的分子の探索 

 
 

医療学系 
臨床医学部門 

八幡 俊男 28 

迅速かつ高感度･高選択的な病原菌検出法の開発 
― 病原菌汚染の  “見える化”に向けて ― 

 
 

総合科学系 
複合領域科学部門 

渡辺 茂 28 

妊産婦メンタルヘルス向上に向けた高知大学の挑
戦 ～切れ目のない支援体制の確立に向けて～ 

医学部 
産科婦人科学講座 

松島 幸生 
渡邊 理史 
前田 長正 

29 

円滑な多職種地域連携に基づく子どものこころの
ケア：発達障害の方でも過ごしやすい感覚に優し
い社会にむけて 

 
 

医学部 
寄附講座 
児童青年期精神医学 

高橋 秀俊 29 

５．SDGs取組事例集 
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ゴール 取組事例テーマ 所属 氏名 ページ 

 
 

 

癌細胞におけるポルフィリン代謝を利用した治療 
～高知大学医学部附属 光線医療センター～ 

 
 

医学部 
附属光線医療センター 

中山 沢 30 

 
 

 

ローンボウルズを活用した「国際化」教育の拠点づ
くり ～グローバル社会と地域社会を結びつける
斬新な視角・発想・行動を生みだす力を育む～ 

 
 

人文社会科学系 
人文社会科学部門 

川本 真浩 30 

高知大学地域教育研究拠点の構築：ユニバーサル
デザインに基づいた教育システムモデル開発のた
めの国際教育比較研究プロジェクト 

 
 

人文社会科学系 
教育学部門 

柳林 信彦 
是永 かな子 
遠藤 隆俊 
柴 英里 
岩城 裕之 
服部 裕一郎 

31 

地域に根ざす芸術教育拠点づくり‐附属機関との
横断的研究体制の構築‐ 

人文社会科学系 
教育学部門・ 
教育学部附属幼稚園 

ほか 

吉岡 一洋 
玉瀬 友美 
中山 美香 
野角 孝一 

31 

地域・学校・教育研究機関との連携を基盤とする
地域資源河川教育拠点形成 

 
 

総合科学系 
複合領域科学部門 

蒲生 啓司 32 

協定校間遠隔日本語ピア・ラーニング授業の構築  
―日中韓の学生を繋ぐ主体的な学びの場の形成
― 

 
 

国際連携推進センター 
大塚 薫 
林 翠芳 

32 

全ての子どもたちに質の高い教育を 
～開発途上国における日本型教育の展開～ 

 
 

国際連携推進センター 岡本 葉子 33 

体験学習を通した留学生と日本人学生の国際共
修授業 ―地域との互恵関係の構築を目指した主
体的、互恵的な学びの促進と異文化理解マインド
の深化― 

 
 

国際連携推進センター 
林 翠芳 
大塚 薫 

33 

防災サポーター・防災インストラクター認定制度 
 
 
防災推進センター 笹原 克夫 34 

学校安全（防災）教育の高度化と次世代防災教育
の詮索 ～南海トラフ地震に備えて～ 

 
 

防災推進センター 
山田 伸之 
村上 英記 
岡村 眞 

34 

 
 

 

ジェンダー公正（gender fairness）に関する研
究 

人文社会科学系 
人文社会科学部門 

小島 優子 35 

“生活の質”からジェンダー平等を考える 
 
 

人文社会科学系 
教育学部門 

森田 美佐 35 

 
 

 

汚水処理の持続性向上に向けた高知家（こうち
け）の挑戦 ～産官学による新技術開発と全国へ
の展開～ 

 
 

自然科学系 

農学部門 
藤原 拓 36 

高知大学・研究拠点プロジェクト 
革新的な水・バイオマス循環システムの構築 

 
 

自然科学系 

農学部門・ 
 

自然科学系 

理工学部門・ 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門 

藤原 拓 
足立 亨介 
池島 耕 
市浦 英明 
市栄 智明 
佐藤 周之 
張 浩 
堀 美菜 
松岡 真如 
山口 晴生 

36 
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ゴール 取組事例テーマ 所属 氏名 ページ 

 
 

 

洋上風力発電による再生可能エネルギー拡大に
おける法的課題に関する研究 

 
 

人文社会科学系 

人文社会科学部門 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門 

赤間 聡 
新保 輝幸 
中村 洋平 
久保田 賢 
雨宮 祐樹 

37 

地域電力消費を最適化するための気温推定技術 
～小規模ニューラルネットワークによる 24時間
気温推定技術～ 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

豊永 昌彦 37 

海産微細藻類を用いたバイオ燃料生産の基盤技
術開発 ～ウイルスプロモーターを用いた燃料高
生産株の創生～ 

 
 

自然科学系 
農学部門 

足立 真佐雄 38 

 
 

 

地方における外国人受入れモデルの構築 
～多文化共生社会の構築と中核人材の育成～ 

 
 

人文社会科学系 
人文社会科学部門 

中川 香代 ３８ 

高知県産農産物・植物の高付加価値化 
 
 

次世代地域創造センタ
ー（土佐 FBC） 

富 裕孝 
栗田 せりか 

３９ 

 
 

 

知的財産権保護の経済学的分析 
 
 

人文社会科学系 
人文社会科学部門 

新井 泰弘 39 

凝固ゲル中結晶化法が拓く画期的医薬品の創出 
～難水溶性化合物結合構造解明へ向けた技術開
発～ 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

杉山 成 ４０ 

気相-固相反応を利用した機能性セラミックス ～
異元素置換による新たな材料の創出を目指して
～ 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

藤代 史 40 

正常および病態における細胞膜の糖鎖・脂質機能
に関する研究 

 
 

理事・ 
医療学系 
基礎医学部門 

本家 孝一 
久下 英明 

４１ 

膵癌予後予測因子の実用化研究 ～適切な治療
のためのバイオマーカー開発を目指す～ 

 
 

医療学系 
臨床医学部門 

谷内 恵介 41 

多様で爆発的な海洋植物の生産力を利用した地
域産業の創出と循環型社会の実現 

 
 

総合科学系 
黒潮圏科学部門 

平岡 雅規 ４２ 

海底堆積物に潜む膨大なミクロスケール鉱物資
源： 分野融合技術で海底マンガン鉱床生成の謎
に迫る 

 
 

総合科学系 
複合領域科学部門 

浦本 豪一郎 ４２ 

完全な再生可能資源化を目指したリグニンからポ
リアセニックファイバーへの展開技術 

 
 

総合科学系 
複合領域科学部門 

森 勝伸 ４３ 

高知で醸成された地域課題解決のノウハウを世
界に発信 

 
 

国際連携推進センター 岡本 葉子 ４３ 

 
 

 

認知機能が低下した老人にも優しい認知バリアフ
リー社会を実現するためのインターフェイスデザイ
ンの研究 

 
 

医学部 
次世代医療創造センタ
ー 

西本 博之 ４４ 

障害学支援に関わる災害時対応に関する専門部
会 SIG-EP 

 
 

学生総合支援センター 佐藤 剛介 44 
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ゴール 取組事例テーマ 所属 氏名 ページ 

 
 

 

「変動帯に生きる」室戸ユネスコ世界ジオパークの
挑戦 〜自然科学とボトムアップの地域防災・地域
振興〜 

 
 

自然科学系 

理工学部門・ 
 

海洋コア総合研究セン

ター 

岩井 雅夫 ４５ 

命を守るソフト防災対策を海外へ広めるために 
～避難行動分析システムの開発とネパールへの展
開～ 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

坂本 淳 45 

斜面内の変形や土壌水分のモニタリングに基づく 
土砂災害発生予測システムの高度化 
―ICT と斜面変形理論のハイブリッド― 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

笹原 克夫 ４６ 

より安全で快適な建築・社会の実現を目指した挑
戦 ～既存木造住宅の耐震化と木造ビルの開発
～ 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

野口 昌宏 46 

地域の優れた防災技術を海外に広めるために ～
「蛇籠」を通じた国際貢献とネパールに届いた技
術～ 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

原 忠 ４７ 

地域協働教育を通した持続的な中山間地域社会
の構築 

 
 

自然科学系 
農学部門 

赤池 慎吾 47 

医学部学生の合同防災訓練本部機能の指揮系統
の強化 ～災害時の防災行動がとれるように医学
科と看護学科合同での防災訓練の実施～ 

 
  

医療学系 
看護学部門 

森木 妙子 ４８ 

小学生を対象とした応急処置による防災教育 ～
岡豊小学校５年生への関わり～ 

 
  

医療学系 
看護学部門 

森木 妙子 48 

避難生活を地域住民みんなで考える 
 
 

医療学系 
看護学部門 

森木 妙子 ４９ 

勘や経験からエビデンス（根拠）へ ～政策過程に
おけるデータ活用支援の取り組み～ 

 
 

総合科学系 
地域協働教育学部門 

大崎 優 
中澤 純治 

49 

地域での幸せな暮らしの“ものさし”をつくる ―
高知県土佐町における住民幸福度に関する地域
連携の取り組み― 

 
 

総合科学系 
地域協働教育学部門 

梶 英樹 ５０ 

地域共生社会をめざす地域福祉活動の推進 
～地域福祉コーディネーターの能力向上と地域力
強化～ 

 
 

総合科学系 
地域協働教育学部門 

玉里 恵美子 50 

UBCの伴走型支援を通じた自治体ホームペー
ジ・SNSの運営方法の開発 

次世代地域創造センタ
ー 

岡村 健志 ５１ 

「地方創生推進士」（ローカル・イノベーター）の認
証 ～地域への理解と愛情を深め、地域で働き貢
献する人材を育てる～ 

 
 

次世代地域創造センタ
ー 

川竹 大輔 51 

黒田郡プロジェクト： 歴史的な大規模自然災害の
調査と防災教育への活用 

 
 

海洋コア総合研究セン
ター・ 
 

総合科学系 
複合領域科学部門・ 
 

総合人間自然科学研
究科 

浦本 豪一郎 
徳山 英一  
山本 裕二 
村山 雅史 
谷川 亘 

５２ 
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ゴール 取組事例テーマ 所属 氏名 ページ 

 
 

 

オゾンを活用した使用済み紙おむつに含まれるパ
ルプのリサイクル技術 

 
 

自然科学系 
農学部門 

市浦 英明 52 

ＳＤＧｓのその先へ。ごみという概念のない世界・
社会を目指して。 ～ ポリγグルタミン酸イオン
コンプレックス（ＰＧＡＩＣ）を基礎とする“高度公益
性”バイオ新素材の開発と応用 ～ 

 
 

総合科学系 
生命環境医学部門 

芦内 誠 
白米 優一 

５３ 

 
 

 

地球探求拠点： 海洋と陸域に記録された環境・地
震・レアメタルの過去・現在・未来 

 
 

自然科学系 

理工学部門 
池原 実 53 

ミクロな化石で探る南極氷床発達史 〜国際深海
科学掘削計画による南極大陸縁辺掘削〜 

 
 

自然科学系 

理工学部門・ 
 

海洋コア総合研究セン

ター 

岩井 雅夫 ５４ 

沈み込みプレート境界地震発生メカニズムの解明 
沈み込みプレート境界の不均質性とスロー地震か
ら巨大地震までの多様なすべりとの関係 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

橋本 善孝 54 

温暖化進行後の地球環境予測に向けたモンゴル
白亜紀湖成層の解析 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

長谷川 精 ５５ 

地球温暖化による脅威から食としての魚を護る 
～熱帯・亜熱帯性食中毒シガテラの発生機構の解
明～ 

 
 

自然科学系 
農学部門 

足立 真佐雄 55 

 
 

 

干潟・浅海域における生物多様性と共生システム
の解明 

 
 

人文社会科学系 

教育学部門・ 
 

黒潮圏総合科学専攻 

伊谷 行 ５６ 

沿岸域のマイクロプラスチック汚染：観測手法の確
立と、生物、環境汚染の実態とメカニズムの解明
を目指して 

 
 

自然科学系 
農学部門 

池島 耕 56 

海面養殖漁場における白点病発生予測システム
の確立・実用化に関する研究 

 
 

自然科学系 
農学部門 

今城 雅之 ５７ 

沿岸閉鎖性水域における赤潮発生機構の解明と
赤潮防除策の構築 

自然科学系 
農学部門 

山口 晴生 57 

黒潮源流域に位置するフィリピンのラゴノイ湾沿
岸河川に生息するウナギの種構成解明および資
源利用に関する研究 

 
 

総合科学系 
黒潮圏科学部門 

久保田 賢 ５８ 

大統領の魚「ルドン」の持続的活用に関する研究 
 
 

総合科学系 
黒潮圏科学部門 

久保田 賢 58 

海洋保護区(Marine Protected Areas; 
MPAs)による持続可能な沿岸資源管理に関する
研究 

 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門 
 

人文社会科学系 

人文社会科学部門 

新保 輝幸 
中村 洋平 
久保田 賢 
雨宮 祐樹 

５９ 

鹿児島県与論島のサンゴの海の保全と再生を目
指す地域社会の取り組みとその支援の研究 

 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門 
新保 輝幸 59 
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ゴール 取組事例テーマ 所属 氏名 ページ 

 
 

 

高知県大月町柏島のサンゴの海の保全と持続可
能な地域社会を目指す教育研究の取り組み 

 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門 
 

総合科学系 

地域協働学部門 

ほか 

新保 輝幸 
中村 洋平 
堀 美菜 
伊谷 行 
遠藤 広光 
石筒 覚 
神田 優 

６０ 

温暖化の最前線―高知から日本の海の未来を考
える 

 
 

総合科学系 
黒潮圏科学部門 

中村 洋平 60 

“ブロイラーエビ”から“放し飼い地鶏エビ”へ ～
養殖池に自然発生する昆虫幼生と海藻を利用し
た環境に優しいエビ養殖技術の開発～ 

 
 

総合科学系 
黒潮圏科学部門 

深見 公雄 
Pensri 

MUANGYAO 
６１ 

カンボジア、トンレサープ湖漁業の持続可能な資
源利用を考える 

 
 

総合科学系 
黒潮圏科学部門 

堀 美菜 61 

高知県東岸における急潮の発生予測に関する研
究 

総合科学系 
黒潮圏科学部門 

寄高 博行 ６２ 

持続的なカツオの利用を目指した産学官の交流
の場 ～日本カツオ学会の企画運営～ 

 
 

総合科学系 
地域協働教育学部門 

吉用 武史 62 

持続可能な海底資源の利用のための海中観測機
器開発 〜高知から産学官連携で海洋保全・開発
に向けた取組〜 

 
 

総合科学系 
複合領域科学部門 

岡村 慶 
野口 拓郎 

６３ 

絶滅危機に瀕するウミガメ類の保護と普及の取組 
 
 

総合科学系 

複合領域科学部門・ 
 

総合研究センター海洋

生物研究教育施設 

斉藤 知己 63 

海底鉱物資源の生成環境を科学する 
〜“人類共通の財産”を理解するために〜 

 
 

海洋コア総合研究セン
ター 

臼井 朗 ６４ 

宝石サンゴの持続可能な漁業活動に向けた 
科学的知見の提供 

 
 

海洋コア総合研究セン
ター 

奥村 知世 
公文 富士夫 
徳山 英一 

64 

4 次元統合黒潮資源学の創成プロジェクト 〜総
合的海洋資源管理新時代の幕開け〜 

 
 

海洋コア総合研究セン
ター 

徳山 英一 ６５ 

 
 

 

日本国内で分布を拡大している外来植物の侵略
性の評価・駆除に関する研究 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

比嘉 基紀 65 

日本国内で分布を拡大しているニホンジカの効率
的管理・対策に関する研究 

 
 

自然科学系 
理工学部門 

比嘉 基紀 ６６ 

放置により劣化した里山広葉樹林の高度利用に
よる生態系と地域経済の再生（科研費
18KT0090基盤(C)次世代の農資源利用） 

 
 

自然科学系 
農学部門 

鈴木 保志 66 

スズメバチと仲良くなろう！ 
共存共栄への道 ～高知から世界へ～ 

 
 

総合科学系 
生命環境医学部門 

金 哲史 ６７ 

西南日本前弧で地下深部から上昇する水の実態
解明 

 
 

総合科学系 
複合領域科学部門 

西尾 嘉朗 67 
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ゴール 取組事例テーマ 所属 氏名 ページ 

 
 

 

ローカルな現場からグローバルな平和構築を追求
する 

人文社会科学系 
人文社会科学部門 

岩佐 和幸 ６８ 

 
 

 

地理情報科学を用いた陸域環境の解析： リモー
トセンシング解析手法の開発と地理情報システム
を用いた空間解析 

 
 

自然科学系 
農学部門 

松岡 真如 68 

黒潮圏科学に基づく総合的海洋管理研究拠点構
築 

 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門・ 
 

人文社会科学系 

人文社会科学部門・ 
 

人文社会科学系 

教育学部門・ 
 

自然科学系 

理工学部門 

久保田 賢 
新保 輝幸 
田中 壮太 
伊谷 行 
中村 洋平 
比嘉 基紀 
大島 俊一郎 
寄高 博行 
赤間 聡 
雨宮 祐樹 

６９ 

黒潮流域圏の持続型社会形成に寄与する 
高度人材育成プログラムの実施 

 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門・ 
 

黒潮圏総合科学専攻 

久保田 賢 
寄高 博行 

ほか 
69 

持続型社会形成の実現を目的とした黒潮流域圏
の国際教育・研究ネットワーク構築 

 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門・ 
 

黒潮圏総合科学専攻 

久保田 賢 
寄高 博行 

ほか 
７０ 

先端的研究ならびに持続型社会形成に関する研
究に関する黒潮圏域の若手研究者育成 

 
 

総合科学系 

黒潮圏科学部門・ 
 

黒潮圏総合科学専攻 

久保田 賢 
寄高 博行 

ほか 
70 

 
 

 

医学部医学科2年生 国際英語 Introduction 
to Sustainable Development Goals 〜
SDGs 入門〜 

 
 

環境医学教室 
安光 ラヴェル 
香保子 

７１ 

 

20



21



22



23



24



25



26



27



10 μm

500 nm

28



29



30



31



 

32



33



34



35



36



37



38



0

50

100

150

0 5 10 15

( )

( ) 500μL

( ) 250μL

39



40



 
 

 
 

 

 
 
 

41



42



43



44



45



46



•

•

•

•

•

•

•

47



48



49



50



51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



 

69



70



71



 

 

 

 

（１）クラスターと部門との関係 

 

１−１）各クラスターと各部門の教員数との関係（二元表） 

 

 

１−２）各クラスターにおける各部門の教員数の比率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６．参考資料 

72



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

73



 

 

   １−３）各部門における各クラスターの教員数の比率 
 

部門別のクラスター比率① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
部門別のクラスター比率② 
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部門別のクラスター比率③ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）各クラスターにおける各目標（X1〜X17）の平均値と主成分得点（PC1, PC2） 

 

 

 

 

 

 

 

  

該当目標なし（Goal なし） 
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